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𝑝 = 1 (1 + 𝑒−𝑙)⁄  







追突可能性𝐶𝑛は黄開始以降𝑛台目と𝑛 + 1台目が追突する確率とし，以下で定義する． 
 




𝑝𝑛(ℎ0, 𝑣)： ℎ0, 𝑣のときの，黄開始以降𝑛台目の通過判断率 






















𝐺𝑒 = 𝐺 + 𝑌 + 𝐴𝑅 − 𝑇𝑆𝐿 − 𝑇𝐶𝐿 
















































𝑃𝑛(ℎ0) = ∏ 𝑝𝑖(ℎ0)
𝑛
𝑖=0
∗ (1 − 𝑝𝑛+1(ℎ0)) 
ℎ𝑙𝑛(ℎ0) = 𝑌 + 𝐴𝑅 − {ℎ0 + (𝑛 − 1)ℎ} 






























𝑌𝑛𝑒𝑎𝑟 = 𝑌 + (𝑡𝑛𝑒𝑎𝑟 − 𝑡𝑓𝑎𝑟) + (𝑉𝑛𝑒𝑎𝑟 − 𝑉𝑓𝑎𝑟)/2𝑑 
𝑡𝑛𝑒𝑎𝑟, 𝑡𝑓𝑎𝑟：nearと farの停止反応時間の加算平均 




near の再設定に用いる全赤時間𝐴𝑅𝑛𝑒𝑎𝑟は，考慮する要素を変えた 3 つのケースに分け，
以下のように定義する． 
 
𝐴𝑅𝑛𝑒𝑎𝑟(1) = AR + (𝑡𝑐,𝑛𝑒𝑎𝑟 − 𝑡𝑐,𝑓𝑎𝑟) 
𝐴𝑅𝑛𝑒𝑎𝑟(2) = AR + (𝑡𝑐,𝑛𝑒𝑎𝑟 − 𝑡𝑐,𝑓𝑎𝑟) − (𝑡𝑒,𝑛𝑒𝑎𝑟 − 𝑡𝑒,𝑓𝑎𝑟)  
𝐴𝑅𝑛𝑒𝑎𝑟(3) = 𝐴𝑅 + (𝑡𝑐,𝑛𝑒𝑎𝑟 − 𝑡𝑐,𝑓𝑎𝑟) + (𝑡𝐴𝑅,𝑛𝑒𝑎𝑟 − 𝑡𝐴𝑅,𝑓𝑎𝑟) − (𝑡𝑒,𝑛𝑒𝑎𝑟 − 𝑡𝑒,𝑓𝑎𝑟)  
𝑡𝑐：速度𝑉𝑛𝑒𝑎𝑟, 𝑉𝑓𝑎𝑟で全赤開始と同時に停止線を通過して交錯点に到達するまでの時間 
𝑡𝑒：速度𝑉𝑛𝑒𝑎𝑟, 𝑉𝑓𝑎𝑟で青開始と同時に停止線を通過して交錯点に到達するまでの時間 




















































































交差点の間隔は約 250m であり，交差点数が 16 個の，全長約 4km の右回りコースであ
る．実験コースの平面図を図 9に示す． 




















止線から約 2.0mのところに幅約 4.0mの横断歩道を設置した． 
nearの正対灯器と補助灯器は停止線から約 2.0m離して設置し，farの正対灯器は停止線
から約 28.0m 離して，補助灯器は停止線から 2.0m 離して設置している．歩行者信号も同
じ位置に設置した． 











near の交差点では，高さ 6m の横型灯器 1 機に加え，縦型灯器を地上から下端の位置が
1.5mとなるように 1機設置した． 
farの交差点では，高さ 6mの横型灯器を 2機設置した． 




















































































































































図 15に 1台目と 2台目の追突可能性を，図 16に 2台目と 3台目，図 17に 3台目と 4
台目，図 18に以上 3つのパターンを同時に考えたときの追突可能性を示す．なお，それぞ
れ，走行速度の幅が 5~20m/sのものと，10~20m/sのものを合わせて示す． 




しており，走行速度が大きくなるにつれて nearと farが同じような値に近づいている． 
車両の位置に着目して比較すると，near では，1 台目と 2 台目での追突可能性が最も高
い値を示しており，位置が下がれば追突可能性も徐々に低くなっている．一方で far では，
1 台目と 2 台目での追突可能性と 2 台目と 3 台目での追突可能性がほとんど同じ値を示し
ており，より広い範囲で追突の可能性があることがわかる． 







































































































































































































































































































図 23 にクリアランス損失時間を示す．なお，5.1.1 同様，車頭時間には飽和交通流率の
逆数を用いている． 
































図 24に再設定に用いる黄時間を示す．また，図 25と図 26に再設定に用いる全赤時間
を示す．図 27には再設定に用いる黄・全赤時間の算出に用いた停止線通過速度を示し，図 
28 には再設定に用いる黄時間の算出に用いた停止反応時間を示す．なお，図 27 中の三角
の位置は nearと farの平均停止線通過速度を示し，図 28中の三角の位置は nearと farの
平均停止反応時間を示す． 





信号切り替わり時の判断を反映させる near③では，設定前より 0.4 秒ほど長い全赤時間が
必要であることがわかった． 
再設定後の黄時間と全赤時間を想定したクリアランス損失時間を見ると，全赤時間の再
設定に near①②のパターンを用いたときは，再設定前の nearより 1.5秒ほど長く（再設定
前の far より 2.5 秒ほど短く）なり，全赤時間の再設定に near③のパターンを用いたとき





















































































































































































































図 33 に飽和交通流率 1,800 台/h，サイクル長 80 秒のときの交差点の交通容量を示す．
また，図 34にサイクル長 80秒のときの交通容量の比較結果を示す．さらに，図 35に far
に対してどれほど交通容量が変化しているかを示す． 
farと黄・全赤時間の再設定を行う前の nearを比較すると，すべての条件において，far
より再設定を行う前の near の方が 1.5~4.0%ほど交通容量が大きいことがわかった．飽和
交通流率 1,800台/h，サイクル長 80秒の条件のときは，約 35台/h（約 2.5%）交通容量が
大きくなっている． 
また，far と黄・全赤時間の再設定を行った後の near を比較しても，すべての条件にお
いて，far より再設定を行った後の near の方が，交通容量が大きく，near①②のときは























a．farと nearの比較評価（サイクル長 80秒） 
 






































c．farと near②の比較評価（サイクル長 80秒） 
 








































































































































































































































































































































図 42に駆け込み発生時の交錯点通過時の平均走行速度を，図 43にその分散を示す．図 
44 には交錯点通過時の全体平均走行速度を示す．さらに，図 45 に各駆け込み車両の交差
点進入タイミングにおける交錯点通過時の走行速度を累積グラフで示す． 
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